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小
樽
の
地
質
は
面
白
い

ド
リ
プ
ロ
・
サ
イ
エ
ン
ス

成
果
発
表
会

３
月
14
日
、
ド
リ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
の
成
果
発
表
会
が

い
な
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
集
会
室
で
開
催
さ
れ
た
。
８
名
の
２
年

生
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
、
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、
ま
た

講
師
の
松
田
義
章
先
生
か
ら
小
樽
の
地
質
に
つ
い
て
ミ
ニ
講
義
が
あ
っ
た
。
発
表

を
通
じ
て
、
小
樽
の
地
質
を
様
々
な
角
度
か
ら
捉
え
、
地
質
学
、
考
古
学
、
文
化

人
類
学
を
横
断
し
、
小
樽
の
面
白
さ
を
再
認
識
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

プログラム

１．小樽の地形の全体と小樽の川の生い立ち 作田雫月
・小樽が坂の街と呼ばれ
るようになった背景：約5
0 0 ～3 0 0 万年前、東西
に力が働き、海底が隆起し、
陸化。これに下方浸食が発
生し、山麓を利用した社会が発展した。
・朝里川の生い立ち：海岸で湧水や滝の形成→下方から上方へ流水に
よる浸食→流水を集め、次第に奥行きを伸ばす。

２．小樽の朝里川と海底地形を読み解く 間宮さくら
朝里川と勝納川は昔、合流して、増毛までつながっていたことが、
海底地形からわかっている。また、川底の平坦面を調べると、海が
どこまであったのかがわかる。現在は氷河期だが、旧朝里トンネル
付近の赤色土からは亜熱帯時代があったこともわかっている。

３．小樽とその周辺地域の古代遺跡を研究する 能登丈偉
４．ストーンサークルの研究史について 中山尚大

ストーンサークル（右写真) は縄
文後期（3 5 0 0 年前）に墓や葬
儀場として用いられたと考えられ
る。忍路の環状列石は日本で初め
ての発見で、石の中に石があり、
余市から運んだことがわかる。作
るのに3 0 0 年程かかり、作るこ
とに意義があったようだ。大正時代に皇太子の視察に備え、並べ替
えられたことが学会誌で判明している。手宮洞窟の絵は1 5 0 0 年
前のものと推定される。

５．ストーンサークルの石について 宮崎遥大
石の中には8 キロ先のシリパ岬の
ものがある。3 0 0 キロある石を
どう運んだのか、冬にそりで、ま
たは夏にいかだで、と謎が残る。
その場所から見ると、夏至の日に
は太陽がシリパ岬に沈む。それが生き物の死と再生をイメージさせる。

６．砂についての研究 葛西悠力
砂をふるいにかけ、顕微鏡で観察
し、個数と構成物質を調査した。
海岸や河川下流域８箇所で行い、
その特徴を分析。海岸の砂は、長
い運搬と堆積経過を経る、「長い旅」の砂だと言える。

７．フゴッペ洞窟 横溝太冴
日本にはフゴッペ洞窟と手宮洞窟の２つの壁画が残るのみ
となっている。いずれも続縄文時代のもので、南北の文化
的影響が見られる。（右写真はフゴッペ洞窟の壁画の一部）

８．手宮洞窟の歴史 仙波七星
1 8 6 6 年に石工の長兵衛が発見した刻画。縄文中期（本州の弥生時

代）になぜ刻画は起こったのかは謎である。残された
矢尻から神居古 潭や幌加内との交流があったとされる。

★ミニ講座「小樽の地質はすごい！」 松田義章先生

小樽は海底火山の活動跡の宝庫で、地質の多様性と
ダイナミックな産状は類を見ない。世界中の学者が注
目している。ドリプロ・サイエンスではこの恵まれた
土地で年間10回のフィールドワークを実施。他校には
ない、非常に貴重な経験ができるという。
小樽の地形は、海底火山が隆起し、陸化したあと、天

狗山、毛無山、春香山などの陸上の火山が活動をして出
来上がった。松田先生は火山活動でできた高島岬や茅柴
岬などを左手の指で示し、その上に右手を乗せて、天狗
山などの陸上の火山活動を示し、小樽の地質の歴史を
わかりやすく教えてくださった。

手書の図で説明

小樽の地形示す

３
月
12
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
全
道
の
新
聞
部
員
の
交
流

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
道

の
方
々
と
お
会
い
す
る
の
は

昨
年
10
月
の
全
道
大
会
以
来

で
、
同
じ
分
科
会
の
方
も
何

人
か
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

札
幌
開
成
中
等
新
聞
局
の
宮
崎
ほ

の
か
さ
ん
（
３
年
）
か
ら
局
員
を
増

や
す
方
法
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
開
成
は
中
学
生
も
含
め
、

局
員
43
名
、
年
間
45
号
を
Ａ
４
判
で

発
光
し
て
い
る
。
局
員
が
多
け
れ
ば
、

①
継
続
的
な
発
行
が
で
き

②
記
事

を
分
担
で
き
（
質
と
量
を
キ
ー
プ
）

③
複
眼
的
な
視
点
（
客
観
性
、
公
平

性
）
を
持
て
る
。
局
員
が
増
え
な
い

の
は
新
聞
局
の
活
動
が
わ
か
り
に
く

い
こ
と
に
あ
る
の
で
は
と
考
え
た
と

い
う
。
そ
こ
で
、
①
新
入
生
歓
迎
冊

子
「
日
々
開
成
」
を
カ
ジ
ュ
ア
ル
に

編
集
し
、
情
報
発
信

②
イ
ベ
ン
ト

の
写
真
撮
影
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

（
活
動
に
巻
き
込
む
）

③
新
聞
局

そ
の
も
の
の
活
動
を
報
道

④
Ａ
４

判
で
継
続
的
な
発
行
を
優
先
し
た
。

活
動
を
「
見
え
る
化
」
し
、
今
の
部

活
動
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
。
「
増

や
す
こ
と
は
手
段
で
あ
っ
て
、
目
的

で
は
な
い
。
大
切
な
の
は
新
聞
局
の

活
動
を
繋
ぐ
こ
と
」
と
語
り
ま
し
た
。

講
演
は
大
変
説
得
力
が
あ
り
、
今

後
の
活
動
や
部
員
勧
誘
に
役
立
て
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

講
演
の
後
は
、
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト

ル
ー
ム
に
分
か
れ
、
グ
ル
ー
プ
で
議

論
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
札
幌
旭

丘
も
新
聞
部
で
ど
ん
な
活
動
を
し
て

い
る
の
か
を
記
事
に
し
て
い
る
と
聞

き
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
、
各
校
が

ど
ん
な
記
事
を
作
成
し
て
い
る
の
か

も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
一
時
間
程

度
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
し
た
が
、

得
る
も
の
が
多
か
っ
た
で
す
。
こ
れ

を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
様
に

と
っ
て
新
聞
部
の
活
動
は
よ
く
わ
か

ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
新
聞
は
支
部
で
各
校
と
の
つ
な

が
り
や
交
流
も
あ
り
ま
す
。
私
自
身
、

支
部
大
会
や
研
究
会
が
新
聞
部
の
活

動
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
も
し
少

し
で
も
興
味
の
あ
る
方
は
、
部
員
か

上
村
先
生
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

（
落
合
優
翔
）

双葉の郷里



「
通
過
鉄
」

帰

り

も

通

過

を

見

た

い

と

思

い

長

岡

天

神

で

各

駅

停
車
を
待
っ

た

。

私

は

鉄

の

内

の

「
通
過
鉄
」

だ

と

思

っ

て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
、
列
車
の
通
過

を
見
る
こ
と
が
好
き
な
の
だ
。

そ
こ
で
新
幹
線
に
併
設
さ
れ
て
い

る
駅
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
。

選
ん
だ
の
は
水
無
瀬
駅
で
あ
っ
た
。

こ
こ
は
、
相
対
式
ホ
ー
ム
で
あ
る
が

梅
田
方
面
の
ホ
ー
ム
の
左
側
を
フ
ェ

ン
ス
を
隔
て
て
東
海
道
新
幹
線
が
走
っ

て
い
る
。

水
無
瀬
駅
で
降
り
る
前
、
各
駅
停

車
の
列
車
内
で
、
阪
急
京
都
線
に
慣

れ
て
い
な
い
人
だ
と
思
わ
れ
る
が
新

幹
線
の
風
圧
に
驚
い
て
い
る
様
子
で

あ
っ
た
。
実
際
に
降
り
て
み
る
と
、

水
無
瀬
駅
の
フ
ェ
ン
ス
越
し
の
新
幹

線
通
過
は
怖
い
と
思
う
ほ
ど
の
迫
力

が
あ
り
、
遊
園
地
の
絶
叫
系
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
に
近
い
気
分
を
味
わ
え
る
。

あ
る
意
味
こ
の

環
境
に
慣
れ
て

い
る
沿
線
民
は
、

異
常
な
の
か
も

し
れ
な
い
。

水
無
瀬
駅
で

は
新
幹
線
と
阪

急
特
急
の
通
過

を
楽
し
み
、
少

し
撮
り
鉄
も
し

た
。
個
人
的
に

は
良
い
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
た

（
上
写
真
）
。

淡
路
駅
、
大
阪
メ
ト
ロ

梅
田
方
面
の
各
駅
停
車
の
列
車
を

一
本
逃
し
、
次
発
の
列
車
に
乗
っ
て

高
槻
市
へ
向
か
っ
た
。
特
急
へ
乗
り

換
え
、
再
び
淡
路
駅
に
降
り
立
っ
た
。

淡
路
駅
の
四
線
に
は
千
里
線
、
京
都

本
線
、
大
阪
メ
ト
ロ
谷
町
線
の
列
車

が
絶
え
間
な
く
運
転
さ
れ
る
。
ホ
ー

ム
が
元
々
狭
い
中
、
階
段
を
設
置
し

た
た
め
か
、
ホ
ー
ム
が
と
て
も
狭
く

な
っ
て
お
り
、
ホ
ー
ム
端
も
ケ
ー
キ

の
端
を
伸
ば
し
た
よ
う
に
細
か
っ
た
。

だ
が
、
こ
う
し
た
私
鉄
ら
し
い
無
骨

さ
が
私
は
好
き
で
あ
る
。
余
談
だ
が
、

大
阪
メ
ト
ロ
は
元
々
市
営
地
下
鉄
で

あ
り
、
私
は
市
営
地
下
鉄
の
時
代
の

方
に
思
い
入
れ
が
あ
る
た
め
、
大
阪

メ
ト
ロ
の
名
と
マ
ー
ク
に
は
今
だ
に

慣
れ
な
い
。

梅
田
方
面
の
ホ
ー
ム
を
行
き
来
し
、

写
真
や
動
画
を

撮
っ
て
い
た
の

だ
が
、
平
面
交

差
の
様
子
は
飽

き
る
こ
と
が
な

か
っ
た
（
上
写

真
）
。
そ
の
た

め
、
時
間
は
飛

ぶ
よ
う
に
過
ぎ
、

３
３
２
３
Ｆ
の

入
線
時
間
が
迫
っ

て
き
た
。
結
果

と
し
て
は
、
あ

ま
り
良
い
写
真

を
撮
れ
な
か
っ

た
。
結
局
ど
こ

で
撮
る
の
が
正

解
だ
っ
た
の
か

わ
か
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
撮
り
鉄

と
い
う
人
達
は
多
く
の
経
験
と
研
究

を
重
ね
て
、
良
い
写
真
が
撮
れ
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
る
の
だ
と
感
じ
た
。

淀
川
橋
梁

目
的
の
列
車
を
見
送
る
こ
と
が
で

き
、
目
的
を
達
成
し
た
。
し
か
し
、

何
か
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
し
ま
っ

た
私
は
淀
川
橋
梁
に
行
く
こ
と
を
思

い
つ
い
た
。
大
阪
駅
か
ら
は
目
と
鼻

の
先
で
あ
る
淀
川
な
の
だ
が
、
河
川

敷
に
行
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

大
阪
駅
の
対
岸
に
位
置
し
、
阪
急

の
本
線
が
分
岐
す
る
十
三
駅
で
下
車

し
た
。
線
路
沿
い
に
は
小
道
が
あ
り

自
転
車
が
数
台
置
か
れ
て
い
る
の
だ

が
雀
の
群
れ
が
常
に
群
が
っ
て
い
る

状
態
で
あ
り
、
私
が
近
づ
く
と
雀
は

阪
急
電
車
の
架
線
へ
と
移
動
し
た
。

そ
の
姿
は
「
鳥
の
王
国
」
と
呼
ぶ
の

に
相
応
し
い
姿
で
あ
っ
た
。
鳥
は
ず
っ

と
見
て
い
ら
れ
る
が
、
流
石
に
時
間

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
淀
川
の

河
川
敷
へ
と
移
動
し
た
。
道
中
、
河

川
敷
の
築
堤
の
裏
側
を
走
る
道
路
と

立
ち
並
ぶ
マ
ン
シ
ョ
ン
、
阪
急
と
道

路
の
交
差
な
ど
、
街
の
複
雑
な
構
造

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
築
堤
を
登

る
と
、
右
に
は
果
て
し
な
い
淀
川
の

河
川
敷
が

広
が
り
、

阪
急
の
淀

川
橋
梁
の

先
に
は
大

阪
の
ビ
ル

群
を
望
む

こ
と
が
で

き
た
（
上

写
真
）
。

こ
の
日
天

気
が
少
し
曇
っ
て
お
り
、
不
思
議
な

雰
囲
気
で
あ
っ
た
。

ま
も
な
く
、
梅
田
方
面
、
十
三
方

面
双
方
の
列
車
が
通
過
し
て
行
っ
た
。

時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、
梅
田
か
ら
各

路
線
ご
と
の
列
車
が
同
時
発
車
す
る

た
め
、
三
つ
の
列
車
の
通
過
を
楽
し

む
こ
と
も
で
き
る
（
右
写
真
）
。
阪

急
に
は
、
コ
ラ
ボ
な
ど
に
よ
る
ラ
ッ

ピ

ン

グ

車

（
上
写
真
）

が
多
く
走
っ

て
い
る
た
め
、

マ
ル
ー
ン
だ

け
で
な
く
さ

ま
ざ
ま
な
姿

の
列
車
を
見

る
こ
と
が
で

き
る
。
更
に
、

阪
急
の
橋
梁

の
右
側
に
は

シ
ル
エ
ッ
ト

の
み
だ
が
阪

神
電
車
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

空
も
、
伊
丹
空

港
に
発
着
す
る

飛
行
機
（
上
写

真
）
が
飛
び
交

い
、
乗
り
物
が
好
き
な
人
は
い
つ
ま

で
居
て
も
飽
き
る
こ
と
の
な
い
場
所

だ
と
感
じ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
列
車
が
行
き
交

う
姿
は
飽
き
な
い
も
の
だ
。
だ
が
、

熱
中
す
る
と
時
間
が
過
ぎ
る
の
は
早

い
も
の
で
、
辺
り
は
橙
色
に
照
ら
さ

れ
始
め
て
い
た
。

京
と
れ
い
ん

雅
洛

も
う
少
し

居
た
い
と
い

う
気
持
ち
を

堪
え
、
帰
路

に
就
こ
う
と

し
た
そ
の
時

で
あ
っ
た
。

十
三
駅
か
ら

「
京
と
れ
い

ん

雅
洛
」

が
走
っ
て
き

た
（
上
写
真
）
。

こ
の
列
車
は
、

快
速
特
急
を

名
乗
る
特
別

車
両
で
あ
り
、

運
用
と
し
て
は
特
急
と
同
等
で
あ
る
。

名
前
の
意
味
は
そ
の
ま
ま
「
み
や
び

な
都
」
へ
向
か
う
列
車
で
あ
り
、
四

季
の
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
で
あ
る
。
元

の
車
両
は
７
０
０
０
系
と
い
う
車
両

で
、
現
在
で
は
復
刻
フ
ル
マ
ル
ー
ン

塗
装
で
運
行
さ
れ
て
い
る
。
結
局
、

雅
洛
が
梅
田
か
ら
折
り
返
し
見
送
っ

て
か
ら
帰
る
こ
と
に
し
た
。
記
憶
が

曖
昧
だ
が
、
雅
洛
は
折
り
返
し
神
戸

線
へ
進
入
し
て
い
っ
た
。
良
い
区
切

り
と
な
っ
た
た
め
私
は
つ
い
に
帰
路

に
就
い
た
。
こ
う
し
て
阪
急
追
っ
か

け
旅
は
終
わ
り
を
迎
え
た
。

(２)第６０号 小樽双葉高校新聞「学道一如」 ２０２６年３月１６日

坂
東
元
の

鉄
道
日
記

関
西
の
旅
（
７
）


